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は
じ
め
に

福
井
県
の
一
九
七

0
年
代
(
昭
和
四
五
五

四
)
は
、
原
子
力
発
電
の
運
転
開
始
・
北
陸
高

速
自
動
車
道
の
建
設
等
高
度
経
済
成
長
の
波
に

の
っ
て
明
け
た
が
、
後
半
よ
り
基
幹
産
業
繊
維

の
構
造
的
不
況
が
恒
常
化
し
、
そ
の
他
一
般
の

景
況
も
低
迷
を
続
け
る
ま
ま
に
一
九
八

0
年
代

に
引
継
が
れ
る
に
至
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
一
般

の
世
情
と
は
か
か
わ
り
な
く
、
郷
土
史
研
究
に
.

つ
い
て
は
こ
の
十
年
多
く
の
問
題
を
は
ら
み
な

が
ら
も
高
度
成
長
を
続
け
た
と
い
え
る
。
市
町
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樹

村
史
編
纂
・
埋
蔵
文
化
財
の
発
掘
調
査
・
歴
史

資
料
館
の
建
設
・
研
究
団
体
の
動
向
ど
れ
を
と

っ
て
み
て
も
末
広
が
り
に
多
く
の
収
獲
を
あ
げ

て
い
る
。
そ
こ
で
そ
の
軌
跡
を
回
顧
し
、
成
果

の
概
要
を
明
ら
か
に
し
た
い
。
ま
ず
、
第
一
章
で

は
上
記
四
つ
の
テ

l
マ
別
に
そ
の
推
移
を
概
観

し
、
第
二
章
に
お
い
て
年
次
別
に
具
体
的
な
成

果
の
要
約
を
試
み
た
。
限
ら
れ
た
紙
数
の
た
め

ご
く
一
部
の
事
例
を
取
り
上
げ
た
に
す
ぎ
ず
、

殊
に
諸
誌
に
発
表
さ
れ
た
論
文
等
は
す
べ
て
割

愛
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
不
備
で
は
あ
る
が
、

郷
土
史
研
究
の
動
向
を
瞥
見
す
る
資
料
と
し
て

利
用
し
て
頂
け
れ
ば
幸
で
あ
る
。

一
、
郷
土
史
研
究
の
推
移
と
そ
の
成
果

ω市
町
村
史
の
編
纂

郷
土
史
研
究
の
主
流
を
な
し
て
き
た
も
の
に

市
町
村
史
の
編
纂
が
あ
る
。
福
井
県
の
場
合
そ

の
胎
動
が
は
じ
ま
っ
た
の
は
、
昭
和
二
五
年
頃

か
ら
で
あ
る
が
以
後
三

O
年
を
経
て
現
在
ま
で

に
六
二
の
市
町
村
史
が
刊
行
さ
れ
た
。
当
初
は
、

昭
和
二
八
年
公
布
の
町
村
合
併
促
進
法
が
引
金

と
な
り
廃
村
と
な
っ
た
村
々
で
編
纂
熱
が
高
ま

っ
た
が
、
昭
和
四

0
年
代
に
入
る
と
新
市
町
村

の
修
史
事
業
が
は
じ
ま
っ
た
。
昭
和
四
五
年
以

降
に
お
い
て
特
に
そ
の
傾
向
が
顕
著
で
あ
っ
た
。

現
在
県
下
に
七
市
・
二
八
町
村
が
あ
る
が
、

市
史
は
全
市
で
、
町
村
史
は
二
五
町
村
で
編
纂

が
実
施
さ
れ
た
。
そ
の
う
ち
二
市
・
一
九
町
村

は
既
に
事
業
を
完
結
し
、
五
市
(
敦
賀
・
小
浜

・
鯖
江
・
勝
山
・
大
野
)
六
町
村
(
今
立
・
永

平
寺
・
河
野
・
越
廼
・
宮
崎
・
美
山
)
が
継
続

中
で
あ
る
。
昭
和
三

0
年
代
に
廃
村
の
地
区
で

旧
村
史
編
纂
の
気
運
が
高
ま
っ
た
こ
と
を
前
述

し
た
が
、
昭
和
五

0
年
代
に
入
り
旧
村
史
編
纂

熱
が
再
燃
し
て
い
る
こ
と
を
付
記
し
て
お
き
た

い
。
(
例
「
心
の
ふ
る
里
東
安
居
」
昭
日
・
「

ふ
る
さ
と
味
異
野
」
昭
弘
)

近
年
の
編
纂
の
特
徴
と
し
て
史
料
編
の
重
視

が
あ
り
、
「
敦
賀
市
史
史
料
編
」
「
小
浜
市
史

史
料
編
」
等
す
ぐ
れ
た
成
果
を
得
て
い
る
が
、

そ
の
過
程
で
史
料
目
録
(
池
田
町
等
)
や
紀
要

(
「
鯖
江
史
壇
」
等
)
が
刊
行
さ
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
こ
と
に
も
注
目
し
た
い
。
ま
た
、
今
立
町

の
よ
う
に
昭
和
五
三
年
か
ら
史
料
調
査
を
は
じ

め
一
年
半
で
約
六
万
コ
マ
の
史
料
を
撮
影
し
、
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そ
の
保
存
を
計
っ
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
。

市
町
村
史
は
数
年
後
に
そ
の
多
く
が
編
纂
事

業
を
完
了
す
る
が
、
そ
の
成
果
の
上
に
県
史
編

纂
が
進
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
置
県
百
年

記
念
事
業
と
し
て
昭
和
五
三
年
四
月
に
着
手
し

た
が
、
小
葉
田
淳
京
都
大
学
名
誉
教
授
を
監
修

者
に
迎
え
、
今
後
一

O
年
で
通
史
編
五
冊
・
資

料
編
一
六
冊
が
刊
行
さ
れ
る
。

ω埋
蔵
文
化
財
の
発
掘
調
査

昭
和
四

0
年
代
に
入
り
北
陸
高
速
自
動
車
道

の
建
設
問
題
が
具
体
化
し
た
。
昭
和
四
二
年
に

遺
跡
分
布
調
査
が
実
施
さ
れ
、
糞
置
・
原
目
等

の
重
要
遺
跡
を
め
ぐ
り
紛
糾
し
た
が
、
昭
和
四

四
年
度
よ
り
路
線
上
の
遺
跡
の
緊
急
発
掘
調
査

が
開
始
さ
れ
た
。
発
掘
調
査
は
昭
和
五
二
年
ま

で
に
二
五
遺
跡
に
つ
い
て
行
わ
れ
た
。

同
じ
く
昭
和
田

0
年
代
に
俄
に
脚
光
を
あ
ぴ

た
も
の
に
一
乗
谷
朝
倉
氏
遺
跡
が
あ
る
。
戦
国

時
代
の
越
前
国
守
護
朝
倉
氏
五
代
の
城
館
と
そ

の
城
下
町
の
遺
構
で
あ
る
が
、
昭
和
四
六
年
に

国
の
特
別
史
跡
に
指
定
さ
れ
、
翌
四
七
年
に
は

県
朝
倉
氏
遺
跡
調
査
研
究
所
が
設
立
さ
れ
て
本

格
的
な
学
術
調
査
が
は
じ
ま
っ
た
。
尼
大
な
発

掘
遺
品
を
収
蔵
す
る
施
設
と
し
て
県
朝
倉
氏
遺
五
四
両
年
に
は
敦
賀
・
鯖
江
・
小
浜
三
市
、
丸

跡
資
料
館
が
昭
和
五
四
年
秋
に
起
工
さ
れ
た
。
岡
・
朝
日
・
美
山
・
名
田
庄
村
の
四
町
村
が
相

一
方
、
若
狭
地
方
の
緊
急
発
掘
調
査
で
は
烏
次
い
で
開
設
さ
れ
た
。
現
在
建
設
中
の
も
の
に

浜
貝
塚
が
全
国
的
な
反
響
を
よ
ん
だ
。
昭
和
五
県
朝
倉
氏
遺
跡
資
料
館
・
三
国
町
立
郷
土
資
料

O
年
に
は
日
本
最
古
の
木
製
品
等
が
大
量
に
出
舘
が
あ
り
、
近
く
着
工
の
も
の
に
は
県
若
狭
歴

土
し
で
か
縄
文
の
タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル
グ
と
し
て
史
民
俗
資
料
館
・
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
が

注

目

さ

れ

た

。

あ

る

。

ま

た

、

県

立

博

物

館

に

つ

い

て

も

昭

和

五

北
陸
高
速
自
動
車
道
関
係
遺
跡
・
一
乗
谷
朝
四
年
に
「
基
本
的
事
項
に
関
す
る
意
見
書
」
が

倉
氏
遺
跡
・
鳥
浜
田
(
塚
は
い
づ
れ
も
県
の
実
施
答
申
さ
れ
具
体
的
な
開
設
準
備
に
入
っ
た
。

し
た
調
査
で
あ
る
が
、
市
町
村
の
発
掘
調
査
に
現
在
活
動
中
の
施
設
の
う
ち
か
ら
近
年
注
目

も
す
ぐ
れ
た
成
果
を
得
て
い
る
。
幾
つ
か
の
事
す
べ
き
業
績
を
あ
げ
て
い
る
数
館
を
紹
介
し
た

例
を
挙
げ
れ
ば
、
越
前
で
は
天
神
山
古
墳
群
(
い
。

福
井
市
)
・
松
明
山
古
墳
(
今
立
町
)
等
、
若
福
井
市
立
郷
土
歴
史
博
物
館
は
「
春
岳
公
記

狭
で
は
若
狭
国
分
寺
跡
(
小
浜
市
)
等
が
あ
る
。
念
文
庫
」
「
越
葵
文
庫
」
と
い
っ
た
全
国
的
に

天
神
山
古
墳
か
ら
は
昭
和
五
三
年
に
日
本
海
側
も
評
価
さ
れ
て
い
る
福
井
藩
関
係
史
料
を
収
蔵

で
初
の
純
金
製
耳
飾
り
が
出
土
し
、
松
明
山
古
し
て
い
る
。
前
者
は
昭
和
四
五
年
に
子
孫
が
寄

墳
か
ら
は
昭
和
五
四
年
に
珍
し
い
模
様
の
銅
鏡
婚
し
た
も
の
で
、
幕
末
維
新
期
に
活
躍
し
た
松

が
発
見
さ
れ
話
題
と
な
っ
た
。
ま
た
、
若
狭
国
平
春
岳
の
関
係
史
料
・
遺
品
か
ら
構
成
さ
れ
て

分
寺
は
発
掘
の
結
果
そ
の
遺
構
が
明
ら
か
と
な
い
る
。
後
者
は
昭
和
五
二
年
旧
福
井
藩
主
松
平

り
、
昭
和
五

O
年
に
国
の
史
跡
に
指
定
さ
れ
た
。
家
か
ら
寄
託
さ
れ
た
も
の
で
、
同
家
伝
来
の
丈

ω歴
史

資

料

館

の

建

設

書

・

重

器

を

内

容

と

し

て

い

る

。

以

上

二

文

庫

昭
和
五

O
年
前
後
か
ら
県
下
各
地
で
資
料
館
の
整
理
が
す
す
め
ら
れ
て
い
る
が
、
県
立
図
書

建
設
の
気
運
が
盛
り
上
り
、
こ
と
に
昭
和
五
三
、
館
蔵
「
松
平
文
庫
」
と
あ
わ
せ
る
こ
と
で
福
井
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藩
研
究
は
一
層
深
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
ろ
う
。

鯖
江
市
資
料
館
の
中
核
的
資
料
は
鯖
江
藩
間

部
家
文
書
で
あ
る
。
昭
和
五
三
年
の
開
館
と
軌

を
一
に
し
て
市
長
の
発
案
で
間
部
文
書
刊
行
委

員
会
が
発
足
、
五
ヶ
年
計
画
で
全
五
巻
の
史
料

集
刊
行
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

小
浜
市
郷
土
歴
史
資
料
館
は
、
旧
小
浜
藩
主

酒
井
家
が
所
蔵
史
料
を
寄
附
し
た
こ
と
が
機
縁

と
な
っ
て
昭
和
五
四
年
に
開
設
き
れ
た
。
同
館

で
は
文
化
庁
の
補
助
事
業
と
し
て
「
酒
井
家
文

庫
目
録
」
の
編
纂
に
着
手
し
た
。

朝
日
町
郷
土
資
料
館
で
は
昭
和
五
四
年
に
幸

若
展
を
開
催
し
た
が
、
郷
土
芸
能
保
存
会
も
結

成
さ
れ
て
そ
の
復
活
が
は
か
ら
れ
て
い
る
。

制
研
究
団
体
の
動
向

福
井
県
下
で
は
長
年
に
わ
た
り
福
井
県
郷
土

誌
懇
談
会
(
創
立
昭
和
二
七
年
)
が
唯
一
の
研

究
団
体
と
し
て
県
全
域
の
研
究
者
を
ま
と
め
て

き
た
。
し
か
し
昭
和
四

0
年
代
半
ば
よ
り
各
地

で
地
域
毎
の
問
題
と
か
か
わ
り
な
が
ら
小
グ
ル

ー
プ
の
研
究
活
動
が
表
面
化
し
て
き
た
。
越
前

文
化
の
会
(
昭
和
四
四
年
会
誌
創
刊
)
・
若
狭

考
古
研
究
会
(
昭
和
四
四
年
結
成
)
・
福
井
県
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地
域
史
研
究
会
(
昭
和
四
五
年
会
誌
創
刊
)
な

ど
が
そ
の
主
な
事
例
で
あ
る
。
昭
和
五

O
年
前

後
は
研
究
活
動
が
更
に
一
層
の
飛
躍
を
み
た
時

期
で
、
よ
り
規
模
の
大
き
い
団
体
が
相
次
い
で

誕
生
し
た
。
ま
ず
昭
和
四
七
年
に
若
狭
史
学
会

が
結
成
さ
れ
、
次
い
で
昭
和
五

O
年
に
は
福
井

の
文
化
財
を
考
え
る
会
と
福
井
民
俗
の
会
が
、

翌
五
一
年
に
は
県
無
形
民
俗
文
化
財
保
護
協
議

会
が
設
立
さ
れ
た
。

県
教
委
で
は
昭
和
四
六
年
よ
り
全
市
町
村
に

そ
れ
ぞ
れ
文
化
指
標
を
設
け
て
文
化
の
里
づ
く

り
運
動
を
は
じ
め
た
が
、
そ
れ
が
定
着
し
て
研

究
団
体
と
し
て
結
実
し
た
と
こ
ろ
も
多
い
。
今

立
町
『
和
紙
の
里
』
の
「
越
前
和
紙
を
愛
す
る

今
立
の
会
」
(
昭
和
四
七
)
、
池
田
町
『
能
楽

の
里
』
の
「
池
田
の
文
化
を
守
る
会
」
(
昭
和

五
O
)
、
松
岡
町
『
王
墓
の
里
』
の
「
松
岡
古

墳
群
を
守
る
会
」
(
昭
和
五
一
一
)
、
上
中
町
『

文
書
の
里
』
の
「
文
書
の
里
づ
く
り
推
進
協
議

会
」
(
昭
和
五
二
)
な
ど
が
そ
れ
で
あ
る
。

二
、
年
次
別
成
果
の
概
要

ω昭
和
四
五
年
(
一
九
七

O
)

〔
市
町
村
史
〕
小
浜
市
史
編
纂
委
で
は
こ
の
年

よ
り
紀
要
と
史
料
調
査
目
録
の
刊
行
を
は
じ
め

自
治
体
史
編
纂
に
新
生
面
を
聞
い
た
。
ま
た
、

ダ
ム
建
設
で
湖
底
に
水
没
す
る
大
野
郡
西
谷
村

は
惜
別
の
記
念
に
「
商
谷
村
誌
」
を
出
版
し
た
。

〔
文
化
財
〕
北
陸
高
速
自
動
車
道
建
設
に
伴
な

う
記
録
保
存
の
た
め
の
緊
急
発
掘
調
査
が
昭
和

四
四
年
よ
り
実
施
さ
れ
た
が
、
そ
の
第
一
集
と

し
て
「
北
陸
自
動
車
道
路
関
係
埋
蔵
文
化
財
調

査
概
要
報
告
書
ご
(
県
教
委
)
が
刊
行
さ
れ
た
。

県
下
に
は
保
存
対
策
を
講
ず
べ
き
民
家
が
多

い
が
、
こ
の
年
、
民
家
緊
急
調
査
報
告
「
福
井

県
の
民
家
」
(
県
教
委
)
が
出
版
さ
れ
た
。

〔
出
版
〕
県
内
の
伝
説
を
新
し
い
視
点
で
集
大

成
し
た
杉
原
丈
夫
編
「
越
前
若
狭
の
伝
説
」
(
松

見
文
庫
)
が
刊
行
さ
れ
た
。
松
見
文
庫
は
坂
井

松
見
氏
が
私
財
を
投
じ
て
設
立
し
た
出
版
団
体

で
、
す
ぐ
れ
た
郷
土
資
料
を
相
次
い
で
世
に
問

う
た
功
績
は
見
逃
せ
な
い
。
な
お
、
前
記
杉
原

氏
は
こ
の
年
県
文
化
賞
も
受
賞
し
て
い
る
。

ω昭
和
四
六
年
(
一
九
七
ご

〔
市
町
村
史
〕
「
織
田
町
史
」
「
郷
土
誌
大
飯
」

「
名
田
庄
村
誌
」
が
刊
行
。
「
名
田
庄
村
誌
」

『若越郷土研究』（福井県郷土誌懇談会）
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は
、
歴
史
・
自
然
・
民
俗
・
文
化
財
・
史
料
編
百
点
)
の
解
説
目
録
の
刊
行
が
こ
の
年
よ
り
は

等
が
適
度
な
構
成
を
保
ち
、
町
村
史
の
一
つ
の
じ
ま
っ
た
。
「
文
書
編
」
を
初
巻
と
し
「
什
器

典

型

と

な

っ

て

い

る

。

編

」

「

追

贈

編

」

と

つ

づ

き

昭

和

五

二

年

の

「

〔
朝
倉
氏
研
究
」
七
月
、
朝
倉
氏
遺
跡
が
国
の
総
索
引
編
」
を
も
っ
て
全
四
冊
を
完
結
し
た
。

特
別
史
跡
と
し
て
広
域
指
定
(
二
七
八
へ
ク
タ
同
館
は
毎
年
す
ぐ
れ
た
企
画
展
を
開
催
し
て

l
ル
)
さ
れ
た
。
県
岡
島
美
術
記
念
館
で
は
秋
い
る
が
、
こ
の
年
「
若
越
医
学
史
展
」
が
催
さ

季
特
別
展
と
し
て
「
朝
倉
文
化
展
」
を
開
催
し
た
。
れ
医
学
の
先
進
地
で
あ
っ
た
こ
と
が
大
系
的
に

〔
出
版
〕
昭
和
四

0
年
代
な
か
ば
よ
り
繊
維
産
示
さ
れ
た
。

業
の
構
造
的
不
況
が
顕
在
化
し
た
が
、
そ
の
見
〔
研
究
団
体
〕
若
狭
地
方
の
歴
史
・
地
理
・
民

直
し
を
は
か
る
た
め
福
井
県
繊
維
協
会
で
は
「
俗
等
を
総
合
的
に
研
究
す
る
団
体
と
し
て
若
狭

福
井
県
繊
維
産
業
史
」
の
大
冊
を
出
版
し
た
。
史
学
会
が
発
足
し
た
。
会
員
数
約
四
百
名
で
、

郷
土
史
研
究
の
基
礎
史
料
で
あ
る
近
世
の
地
福
井
県
郷
土
誌
懇
談
会
に
次
ぐ
大
組
織
と
し
て

誌
を
集
成
し
た
「
越
前
若
狭
地
誌
叢
書
」
(
杉
原
会
誌
「
若
狭
」
を
創
刊
す
る
外
出
版
事
業
に
も

丈
夫
編
・
松
見
文
庫
)
の
初
巻
が
上
梓
さ
れ
た
。
意
欲
的
な
と
こ
ろ
を
み
せ
た
。
昭
和
四
八
年
よ

全
三
巻
の
完
結
は
昭
和
五
二
年
。
り
三
ヶ
年
に
わ
た
っ
て
会
誌
に
連
載
さ
れ
た
「

〔
古
文
書
調
査
〕
福
井
県
立
図
書
館
で
は
、
近
若
狭
国
古
文
書
所
在
目
録
一

1
九
」
は
、
基
礎

年
そ
の
散
逸
の
著
し
い
古
文
書
の
実
態
調
査
を
固
め
の
研
究
調
査
と
し
て
評
価
し
た
い
。

四
ヶ
年
計
画
で
実
施
し
た
。
そ
の
成
果
は
「
福
凶
昭
和
四
八
年
(
一
九
七
三
)

井
県
古
文
書
所
在
調
査
報
告
書
」
と
し
て
昭
和
〔
市
町
村
史
〕
「
鯖
江
市
史
史
料
編
一
」
「
芦

五

四

年

に

刊

行

さ

れ

た

。

原

町

史

」

「

坂

井

町

史

」

刊

行

。

「

芦

原

町

史

」

ω昭
和
四
七
年
(
一
九
七
二
)
は
県
内
外
の
研
究
者
が
そ
の
編
纂
に
参
加
し
た

(
歴
史
館
〕
福
井
市
立
郷
土
歴
史
博
物
館
収
蔵
こ
と
で
高
い
水
準
を
示
し
て
い
る
が
、
二
年
間

資
料
の
中
心
で
あ
る
春
岳
公
記
念
文
庫
(
約
四
の
史
料
調
査
の
成
果
が
史
料
編
と
し
て
出
版
さ

れ
な
か
っ
た
こ
と
が
惜
し
ま
れ
る
。

〔
文
化
の
里
づ
く
り
〕
昭
和
四
六
年
度
よ
り
は

じ
め
ら
れ
た
最
初
の
具
体
的
成
果
と
し
て
今
立

町
の
「
和
紙
の
里
」
が
あ
る
。
こ
の
年
、
町
立

和
紙
の
里
会
館
が
着
工
、
古
紙
・
和
紙
関
係

文
献
の
収
集
を
は
じ
め
た
。
一
方
向
館
の
関
係

団
体
で
あ
る
越
前
和
紙
を
愛
す
る
会
で
は
こ
の

年
に
会
報
「
和
紙
の
里
」
を
創
刊
し
、
「
越
前

和
紙
の
は
な
し
」
(
斉
藤
岩
雄
著
)
を
出
版
し

た
。
福
井
市
立
郷
土
歴
史
博
物
館
で
も
今
立
町

.
県
和
紙
工
業
協
同
組
合
の
協
賛
を
得
て
こ
の

年
の
春
季
特
別
展
で
「
越
前
和
紙
の
歴
史
展
」

を
開
催
し
た
。

同
昭
和
四
九
年
(
一
九
七
四
)

〔
市
町
村
史
〕
「
勝
山
市
史
ご
刊
行
。
「
勝

山
市
史
」
は
、
通
史
三
巻
・
資
料
編
三
巻
か
ら

な
り
、
初
巻
の
通
史
一
は
『
風
土
と
歴
史
』
の

副
題
を
も
ち
、
約
六
割
(
約
六

O
O頁
)
が
「
む

ら
の
歴
史
と
生
活
」
「
ま
ち
の
歴
史
と
生
活
」

に
あ
て
ら
れ
て
い
る
。
こ
と
に
村
の
記
述
で
は

八
四
の
大
字
毎
に
項
を
改
め
て
歴
史
・
地
名
・

生
活
史
等
が
明
ら
か
に
さ
れ
、
通
史
の
編
集
に

新
し
い
様
式
を
導
入
し
て
い
る
。

『若越郷土研究』（福井県郷土誌懇談会）
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〔
出
版
〕
福
井
県
郷
土
誌
懇
談
会
よ
り
「
越
前
〔
教
育
史
〕
学
制
百
年
に
当
る
昭
和
四
七
年
頃
を
公
刊
し
た
。

幕
末
維
新
公
用
日
記
」
(
谷
口
初
意
校
訂
)
と
よ
り
学
校
史
ブ

l
ム
が
起
り
昭
和
五

O
年
前
後
〔
出
版
〕
「
越
前
国
宗
門
御
改
帳
」
(
全
六
冊
)

「
福
井
県
郷
土
新
書
第
一
集
」
が
刊
行
さ
れ
た
。
ま
で
に
、
約
四

O
の
小
学
校
が
創
立
百
周
年
記
の
著
者
佐
久
高
士
氏
は
、
本
書
を
統
計
的
に
分

つ
越
前
幕
末
維
新
公
用
日
記
」
は
福
井
藩
家
老
念
史
を
発
刊
し
た
。
こ
れ
ら
は
単
に
学
校
史
に
析
し
た
労
作
「
近
世
農
村
の
数
的
研
究
」
を
出

本
多
修
理
の
日
記
(
元
治
元
1

明
治
二
)
で
、
と
ど
ま
ら
ず
校
区
の
地
域
史
と
し
て
の
側
面
を
版
し
た
。

従
来
の
薩
長
を
中
心
と
し
た
幕
末
維
新
史
料
と
も
っ
て
い
る
。
学
校
史
が
ほ
ぼ
出
尽
し
た
昭
和
的
昭
和
五
一
年
(
一
九
七
六
)

は
異
る
立
場
の
新
史
料
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
五

O
年
よ
り
「
県
教
育
百
年
史
」
(
県
教
育
研
〔
市
町
村
史
〕
「
新
修
福
井
市
史
二
」
「
武
生
市

る
。
福
井
県
郷
土
新
書
は
、
昭
和
四

O
年
に
完
究
所
)
が
出
版
を
開
始
し
、
昭
和
五
四
年
に
全
史
八
」
「
朝
日
町
史
」
「
南
条
町
誌
」
刊
行
。
福

結
し
た
「
福
井
県
郷
土
叢
書
」
に
次
ぐ
企
画
で
、
四
巻
を
完
結
し
た
。
井
・
武
生
両
市
は
こ
の
年
で
編
纂
を
完
結
し
た
。

郷
土
史
の
主
要
テ

l
マ
を
啓
蒙
的
な
視
点
か
ら
〔
越
前
二
同
一
撲
研
究
〕
県
教
委
は
三
ヶ
年
計
武
生
市
は
十
四
年
か
け
て
資
料
編
七
冊
・
概
説

書
き
下
し
た
も
の
で
あ
る
。
第
一
集
と
し
て
は
画
の
一
向
一
撲
関
係
文
書
調
査
を
こ
の
年
に
終
編
一
冊
を
出
版
、
本
格
的
な
市
町
村
史
の
先
駆

三
上
一
夫
「
幕
末
の
越
前
藩
」
が
出
版
さ
れ
た
。
了
し
、
約
七
百
点
の
史
料
を
採
集
し
た
。
福
井
的
業
績
と
し
て
評
価
さ
れ
た
。
「
新
修
福
井
市
史
」

同
昭
和
五

O
年
(
一
九
七
五
)
県
郷
土
誌
懇
談
会
で
も
福
井
県
郷
土
新
書
二
集
は
戦
後
の
行
政
史
と
し
て
特
色
を
も
っ
て
い
る

〔
研
究
団
体
〕
四
月
に
福
井
民
俗
の
会
、
翌
五
と
し
て
重
松
明
久
「
蓮
如
と
越
前
一
向
一
按
」
が
、
更
に
史
料
編
を
中
核
と
し
た
修
史
事
業
に

月
に
福
井
の
文
化
財
を
考
え
る
会
が
設
立
さ
れ
た
。
を
出
版
、
福
井
市
立
郷
土
歴
史
博
物
館
も
秋
季
着
手
さ
れ
る
こ
と
を
望
み
た
い
。

前
者
は
二
十
年
近
く
活
動
を
中
止
し
て
い
た
県
特
別
展
と
し
て
「
越
前
真
宗
史
料
展
」
を
開
催
〔
民
話
〕
昭
和
五

O
年
前
後
に
か
け
て
各
地
の

民

俗

学

会

の

再

組

織

し

た

も

の

で

会

員

約

百

名

、

し

た

。

婦

人

会

・

青

年

団

、

あ

る

い

は

ボ

ラ

ン

テ

ィ

ア

次
第
に
姿
を
消
し
つ
つ
あ
る
年
中
行
事
・
生
活
〔
文
化
財
〕
文
化
庁
で
は
町
並
み
の
景
観
保
存
活
動
と
し
て
民
話
を
語
り
継
ぐ
運
動
が
展
開
さ

伝
承
の
記
録
化
を
企
図
し
て
い
る
。
後
者
は
、
の
た
め
全
国
で
十
ヶ
所
の
調
査
地
区
を
指
定
し
れ
た
。
「
ふ
る
さ
と
の
昔
話
」
(
小
浜
市
連
合

昭
和
四

0
年
代
の
異
常
な
発
掘
ブ

l
ム
の
反
省
た
が
、
今
庄
町
板
取
も
そ
の
選
に
入
っ
た
。
福
婦
人
会
、
昭
却
)
や
「
た
け
ふ
む
か
し
む
か
し
」

と
し
て
生
ま
れ
た
も
の
で
会
員
約
二
百
名
、
埋
井
大
学
工
学
部
建
築
史
教
室
は
こ
の
年
今
庄
町
(
武
生
市
婦
人
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
民
話
グ
ル
ー
プ
、

蔵
文
化
財
に
つ
い
て
学
び
な
が
ら
そ
の
保
存
を
の
委
嘱
に
よ
り
「
福
井
県
南
条
郡
今
庄
町
板
取
昭
臼
)
は
そ
の
一
例
だ
が
、
こ
の
年
、
民
話
・
伝

訴
え
て
い
く
こ
と
が
設
立
の
趣
旨
で
あ
る
。
地
区
伝
統
的
建
造
物
群
に
関
す
る
調
査
報
告
書
」
説
の
代
表
的
研
究
者
杉
原
丈
夫
氏
が
実
証
的
研

舟
t尺

郷
土
史
研
究
十
年
の
軌
跡

『若越郷土研究』（福井県郷土誌懇談会）



舟
沢

郷
土
史
研
究
十
年
の
軌
跡

24 

究
視
角
か
ら
民
話
の
本
質
を
解
明
し
た
「
若
越

民
話
の
世
界
」
(
福
井
県
郷
土
新
書
三
)
を
出

版
し
た
。

〔
出
版
〕
近
年
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ

l
ム
を
編
成

し
て
共
同
研
究
を
行
う
研
究
グ
ル
ー
プ
が
多
い

が
、
こ
の
年
に
出
版
さ
れ
た
「
松
ヶ
鼻
用
水
沿

革
史
」
と
「
集
注
越
前
寓
歳
」
は
そ
の
適
例
と

い
え
る
。
前
者
は
斎
藤
嘉
造
氏
を
中
心
に
七
名

が
松
ヶ
鼻
土
地
改
良
区
の
依
頼
で
五
ヶ
年
が
か

り
で
日
野
川
を
め
ぐ
る
農
民
の
苦
闘
の
歴
史
を

解
明
し
た
も
の
で
あ
る
。
後
者
は
六
戸
部
信
淳

氏
を
は
じ
め
五
名
が
六
年
を
要
し
て
国
指
定
無

形
文
化
財
「
越
前
蔦
歳
」
を
系
統
的
に
調
査
研

究
し
、
自
費
出
版
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。

同
昭
和
五
二
年
(
一
九
七
七
)

〔
市
町
村
史
〕
「
敦
賀
市
史
史
料
編
一
」
「
池

田
町
史
」
「
越
前
町
史
上
下
」
「
和
泉
村
史
」

が
刊
行
さ
れ
、
実
り
多
い
年
で
あ
っ
た
。

「
敦
賀
市
史
」
は
史
料
編
五
、
通
史
編
こ
か

ら
な
り
、
精
選
さ
れ
た
史
料
編
は
高
い
水
準
を

示
し
て
い
る
。
「
和
泉
村
史
」
は
事
情
あ
っ
て

刊
行
ま
で
に
十
三
年
を
要
し
た
が
、
格
調
高
い

内
容
で
評
価
さ
れ
て
い
る
。

〔
文
化
財
〕
昭
和
四
四
年
か
ら
は
じ
ま
っ
た
北

陸
高
速
自
動
車
道
の
建
設
の
た
め
越
前
地
方
で

は
空
前
の
発
掘
ブ

l
ム
が
起
っ
た
が
、
そ
の
緊

急
調
査
も
こ
の
年
で
終
了
し
た
。
昭
和
五

0
年

代
に
入
り
そ
の
成
果
が
「
北
陸
自
動
車
道
関
係

遺
跡
調
査
報
告
書
」
(
県
教
委
)
と
し
て
相
次

い
で
刊
行
さ
れ
、
現
在
ま
で
に
第
七
・
第
一
一

を
除
き
二
一
集
ま
で
出
版
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
年
開
館
し
た
福
井
県
立
美
術
館
は
記
念

出
版
と
し
て
「
福
井
の
美
術
」
を
刊
行
し
た
。

若
狭
古
代
の
仏
像
彫
刻
や
若
越
の
中
近
世
絵
画

史
を
内
容
と
し
、
本
県
美
術
史
研
究
の
今
後
の

方
向
を
示
し
て
い
る
。

〔
出
版
〕
福
井
藩
研
究
に
関
す
る
編
纂
書
と
し

て
「
中
根
雪
江
先
生
」
(
中
根
雪
江
先
生
百
年

祭
事
業
会
)
と
「
福
井
藩
史
事
典
」
(
舟
沢
茂
年
に
国
の
史
跡
指
定
に
よ
る
保
存
を
訴
え
て
二

樹
編
)
が
出
版
さ
れ
た
。
前
者
は
、
幕
末
維
新
千
名
以
上
の
署
名
を
集
め
た
が
、
こ
の
年
「
越

期
に
お
い
て
松
平
春
岳
を
補
佐
し
て
活
躍
し
た
前
の
古
代
荘
園
|
糞
置
庄
遺
跡
の
危
機
」
(
岸

福
井
藩
老
臣
中
根
の
詳
細
な
伝
記
と
資
料
集
で
、
俊
男
等
著
)
を
出
版
し
た
。

は
じ
め
て
世
に
間
わ
れ
る
詳
細
な
伝
記
と
し
て

注
目
し
た
い
。
後
者
は
、
明
治
初
年
に
郡
奉
行

の
職
に
あ
っ
た
鈴
木
準
道
の
著
書
「
福
井
藩
役

々
勤
務
雑
誌
」
を
改
編
し
た
も
の
で
、
藩
政
機
構

の
実
態
を
知
る
基
本
的
史
料
で
あ
る
。

同
昭
和
五
三
年
二
九
七
八
)

〔
市
町
村
史
〕
「
大
野
市
史
社
寺
文
書
編
」

松
岡
町
史
上
」
「
清
水
町
史
上
」
が
刊
行
さ
れ

た
。
「
大
野
市
史
」
は
、
史
料
編
五
冊
・
通
史

編
三
冊
・
写
真
図
録
一
冊
の
予
定
。
「
松
岡
町

史
」
は
既
に
昭
和
四
七
年
に
下
巻
を
刊
行
、
全

二
巻
を
完
結
し
た
。

--， 

〔
研
究
団
体
〕
正
倉
院
開
田
図
と
現
在
の
景
観

が
ほ
ぼ
一
致
す
る
全
国
稀
有
の
遺
構
と
し
て
注

目
さ
れ
た
糞
置
荘
遺
跡
は
、
高
速
自
動
車
道
・

圃
場
整
備
事
業
・
宅
地
造
成
等
の
乱
開
発
の
影

響
を
受
け
破
壊
の
危
機
に
さ
ら
さ
れ
て
き
た
。

福
井
の
文
化
財
を
考
え
る
会
で
は
、
昭
和
五
二

〔
朝
倉
氏
研
究
〕
昭
和
四
七
年
に
県
朝
倉
氏
遺

跡
調
査
研
究
所
が
開
設
さ
れ
て
発
掘
調
査
・
環

境
整
備
事
業
が
軌
道
に
の
っ
た
。
同
研
究
所
で

は
翌
四
八
年
度
か
ら
五
二
年
度
に
か
け
て
実
施
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し
た
五
ヶ
年
の
調
査
整
備
結
果
を
こ
の
年
に
「
注
目
さ
れ
た
鳥
浜
貝
塚
の
緊
急
発
掘
調
査
は
、

特
別
史
跡
一
乗
谷
朝
倉
氏
遺
跡
環
境
整
備
事
業
昭
和
四
九
年
よ
り
同
五
三
年
ま
で
五
ヶ
年
計
画

報
告
書
ご
と
し
て
刊
行
し
た
。
ま
た
、
福
井
で
実
施
さ
れ
た
。
遺
跡
は
大
幅
な
河
川
改
修
の

県
郷
土
誌
懇
談
会
で
も
福
井
県
郷
土
新
書
四
集
た
め
に
既
に
破
壊
さ
れ
た
が
、
記
録
保
存
の
成

と
し
て
「
朝
倉
氏
と
戦
国
村
一
乗
谷
」
(
松
原
果
と
し
て
こ
の
年
「
鳥
浜
貝
塚
縄
文
前
期

信

之

)

を

出

版

し

た

。

を

主

と

す

る

低

湿

地

遺

跡

の

調

査

」

(

県

教

委

)

〔
出
版
〕
こ
の
年
は
例
年
に
な
く
災
害
史
に
大
が
出
版
さ
れ
た
。

き
な
成
果
が
あ
っ
た
。
「
福
井
空
襲
史
」
(
福
最
近
の
文
化
財
調
査
の
特
色
の
一
つ
と
し
て

井
空
襲
史
刊
行
会
)
・
「
福
井
空
襲
前
後
の
医
療
中
近
世
の
城
館
跡
調
査
が
挙
げ
ら
れ
る
。
若
狭
地

小
史
」
(
県
医
師
会
)
・
「
福
井
烈
震
誌
」
(
福
方
で
は
昭
和
五
二
、
五
三
両
年
度
に
お
い
て
中

井
市
)
が
そ
れ
で
あ
る
。
「
福
井
空
襲
史
」
は
、
世
城
館
跡
の
調
査
が
実
施
さ
れ
、
「
若
狭
の
中

九
五
パ
ー
セ
ン
ト
を
焼
失
し
た
悲
惨
な
体
験
を
世
城
館
」
(
小
浜
市
教
委
)
が
刊
行
さ
れ
た
。

五
百
人
以
上
の
証
言
を
得
て
編
集
し
た
も
の
で
ま
た
、
小
浜
城
跡
の
発
掘
調
査
も
多
田
川
改
修

あ

る

。

工

事

と

の

関

連

で

は

じ

め

ら

れ

た

。

一

方

越

前

間
昭
和
五
四
年
(
一
九
七
九
)
地
方
で
も
県
庁
舎
建
設
と
の
関
係
で
福
井
城
石

〔
文
化
の
国
際
交
流
〕
こ
の
年
、
「
日
下
部
・
垣
の
構
造
調
査
等
が
実
施
さ
れ
、
重
要
文
化
財

グ
リ
フ
ィ
ス
国
際
交
流
基
金
」
設
立
準
備
会
が
丸
岡
城
も
国
宝
昇
格
を
検
討
す
る
た
め
文
化
庁

福
井
大
学
内
に
設
置
さ
れ
た
。
福
井
文
化
の
国
の
学
術
調
査
が
行
わ
れ
た
。

際
化
の
突
破
口
と
し
て
そ
の
将
来
に
期
待
し
た
〔
出
版
〕
三
上
一
夫
氏
の
労
作
「
公
武
合
体
論

ぃ
。
福
井
県
郷
土
新
書
五
集
と
し
て
「
グ
リ
フ
の
研
究
越
前
藩
幕
末
維
新
史
分
析
」
の
出
版

イ
ス
と
福
井
」
(
山
下
英
二
が
出
版
さ
れ
た
が
大
き
な
話
題
と
な
っ
た
。
「
若
越
郷
土
研
究
」

こ

と

も

時

宜

を

得

て

い

た

。

な

ど

の

諸

誌

に

発

表

さ

れ

た

論

文

を

集

大

成

し

〔
文
化
財
〕
縄
文
前
期
の
著
名
な
遺
跡
と
し
て
た
も
の
で
、
公
武
合
体
運
動
で
終
始
重
要
な
役

舟
沢

郷
土
史
研
究
十
年
の
軌
跡

割
を
果
し
た
福
井
藩
の
動
向
を
精
微
に
解
明
し

て
い
る
。

お
わ
り
に

こ
れ
ま
で
「
市
町
村
史
の
編
纂
」
「
埋
蔵
文

化
財
の
発
掘
調
査
」
「
歴
史
資
料
館
の
建
設
」

「
研
究
団
体
の
動
向
し
の
四
つ
を
一
九
七

0
年

代
(
昭
和
四
五
l
五
四
年
)
の
郷
土
史
研
究
の

主
軸
と
し
て
.
と
ら
え
、
そ
の
推
移
と
成
果
の
概
観

を
試
み
た
。
こ
れ
ら
の
成
果
は
ど
の
よ
う
に
一

九
八

0
年
代
に
引
き
継
が
れ
発
展
を
遂
げ
て
い

く
の
で
あ
ろ
う
か
、
そ
れ
に
つ
い
て
展
望
と
課

題
を
要
約
し
て
お
き
た
い
。

と
こ
ろ
で
、
埋
蔵
文
化
財
の
発
掘
調
査
に
つ
い

て
は
北
陸
新
幹
線
の
着
工
が
具
体
化
す
れ
ば
異

常
な
ブ
ー
ム
の
再
発
も
予
想
さ
れ
る
が
、
一
九

七
0
年
代
の
成
果
に
つ
い
て
は
歴
史
資
料
館
の

問
題
と
と
も
に
考
え
て
み
る
べ
き
も
の
で
あ
ろ

う
。
ま
た
、
市
町
村
史
編
纂
に
つ
い
て
は
、
一

九
八

0
年
代
は
む
し
ろ
県
史
が
主
流
と
な
る
の

で
そ
れ
を
も
含
め
自
治
体
史
の
編
纂
と
し
て
考

え
て
み
た
い
。
そ
こ
で
「
自
治
体
史
編
纂
」
「
歴

史
資
料
館
」
「
研
究
団
体
」
に
項
を
分
け
て
意

見
を
述
べ
る
こ
と
に
す
る
。
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川
自
治
体
史
編
纂

〔
市
町
村
史
〕
市
町
村
史
編
纂
は
前
述
の
よ
う

に
既
に
最
盛
期
を
過
ぎ
た
が
、
そ
こ
で
編
纂
終

了
後
の
問
題
と
し
て
史
料
の
保
存
と
活
用
に
つ

い
て
考
え
た
い
。

近
年
の
傾
向
と
し
て
精
疎
の
差
は
あ
れ
編
集

に
先
行
し
て
史
料
調
査
が
行
わ
れ
て
い
る
が
、

そ
の
収
集
史
料
が
編
纂
終
了
後
散
逸
す
る
例
が

多
い
。
某
町
の
よ
う
に
県
外
の
大
学
に
流
出

し
た
と
こ
ろ
も
あ
る
。
史
料
の
保
存
と
活
用
の

体
制
を
編
纂
の
時
点
で
確
立
し
て
お
く
こ
と
が

必
要
で
あ
ろ
う
。
文
書
館
は
無
理
と
し
て
も
当

該
市
町
村
の
歴
史
資
料
館
・
図
書
館
へ
移
管
す

る
こ
と
も
含
め
関
係
者
に
熟
考
し
て
い
た
だ
き

た
し
。

〔
県
史
編
纂
〕
計
画
で
は
初
巻
を
昭
和
五
六
年

に
、
最
終
の
第
二
二
巻
を
昭
和
六
二
年
に
刊
行

す
る
予
定
で
あ
る
が
、
ま
さ
に
一
九
八

0
年
代

の
全
県
規
模
の
文
化
的
大
事
業
と
い
え
る
。
従

来
福
井
県
で
は
研
究
者
の
層
も
薄
く
、
研
究
者

団
体
の
交
流
も
殆
ど
み
ら
れ
な
か
っ
た
。
県
史

編
纂
を
契
機
に
研
究
基
盤
が
整
備
さ
れ
、
県
内

外
の
多
く
の
研
究
者
の
参
加
で
す
ぐ
れ
た
共
同

研
究
の
成
果
が
実
る
こ
と
に
期
待
し
た
い
。

ω歴
史
資
料
館

〔
市
町
村
施
設
〕
前
述
の
通
り
各
地
の
歴
史
資

料
館
は
、
当
該
地
域
の
研
究
者
・
団
体
と
協
同

で
企
画
展
や
資
料
を
刊
行
し
て
郷
土
史
研
究
の

発
展
に
貢
献
し
て
い
る
。
し
か
し
、
ど
の
館
に

も
共
通
し
て
い
る
こ
と
は
専
門
職
員
と
館
蔵
品

購
入
費
の
極
端
な
不
足
で
あ
る
。
中
に
は
専
任

職
員
す
ら
い
な
い
た
め
常
時
開
館
に
支
障
を
き

た
し
て
い
る
施
設
す
ら
あ
る
の
が
現
状
で
あ
る
。

当
局
の
十
分
な
配
慮
を
要
望
し
た
い
。

〔
県
施
設
〕
長
年
の
懸
案
で
あ
っ
た
埋
蔵
文
化

財
の
収
蔵
施
設
と
し
て
県
朝
倉
氏
遺
跡
資
料
館

.
県
若
狭
歴
史
民
俗
資
料
館
・
県
埋
蔵
文
化
財

セ
ン
タ
ー
が
一
両
年
中
に
開
設
さ
れ
る
運
び
と

な
っ
た
こ
と
を
喜
び
た
い
υ

ま
た
、
昭
和
五
六

年
着
工
を
目
標
に
県
立
博
物
館
が
設
置
さ
れ
る

が
、
そ
の
意
見
書
に
よ
る
と
県
内
の
風
土
・
歴

史
が
生
み
出
し
た
文
化
遺
産
を
大
系
的
に
展
示

し
、
将
来
に
対
す
る
思
索
を
深
め
る
場
と
し
て

役
立
て
た
い
と
い
う
。
県
下
全
域
に
わ
た
る
歴

史
の
総
合
的
研
究
施
設
と
し
て
運
営
さ
れ
る
こ

と
に
期
待
し
た
い
。

ω研
究
団
体

福
井
県
に
お
け
る
郷
土
史
研
究
の
問
題
点
に

研
究
者
の
絶
対
数
不
足
が
あ
げ
ら
れ
る
。
地
元

大
学
に
文
学
部
が
な
い
こ
と
も
一
因
だ
が
、
組

織
の
大
き
い
研
究
団
体
の
運
営
の
行
き
詰
り
に

も
原
因
が
あ
ろ
う
。
会
誌
の
質
的
充
実
・
研
究

会
の
開
催
等
研
究
意
欲
を
刺
戟
す
る
方
策
で
会

員
増
加
を
計
る
必
要
が
あ
る
。
ま
た
、
大
小
の

研
究
、
グ
ル
ー
プ
は
、
相
互
の
交
流
を
深
め
共
通

の
問
題
に
つ
い
て
情
報
交
換
を
は
か
つ
て
ほ
し

い
も
の
で
あ
る
。
幸
い
県
史
編
纂
も
軌
道
に
の

り
、
各
地
の
歴
史
資
料
館
の
活
動
も
活
発
化
し

て
き
で
い
る
。
こ
れ
ら
が
共
通
の
研
究
基
盤
と

し
て
活
用
さ
れ
る
こ
と
を
望
み
た
い
。

×

×

×
 

紙
数
が
尽
き
た
た
め
図
書
館
に
つ
い
て
述
べ

る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
県
立
図
書
館
を
は

じ
め
主
要
各
館
は
こ
れ
ま
で
も
郷
土
資
料
を
収

集
し
、
目
録
・
書
誌
を
刊
行
す
る
こ
と
で
郷
土

史
研
究
の
向
上
に
貢
献
し
て
き
た
。
各
地
域
の

郷
土
資
料
セ
ン
タ
ー
と
し
て
今
後
一
層
の
充
実

発
展
を
期
待
し
た
い
。
こ
と
に
昭
和
五
六
年
春

移
転
改
築
の
県
立
図
書
館
に
は
、
郷
土
資
料
室
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が
設
置
さ
れ
、
ま
た
、
同
館
に
は
県
史
編
纂
室

も
併
設
さ
れ
る
。
相
乗
的
効
果
を
発
揮
し
、
郷

土
史
研
究
の
推
進
力
と
な
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
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